
平成23年3月期 第3四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

平成23年2月8日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 株式会社 三ッ星 上場取引所 大 
コード番号 5820 URL http://www.kk-mitsuboshi.co.jp
代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 塚本 聡一郎
問合せ先責任者 （役職名） 取締役管理統括部長 （氏名） 塚本 一男 TEL 06-6762-6939
四半期報告書提出予定日 平成23年2月14日
配当支払開始予定日 ―
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無
四半期決算説明会開催の有無 ： 無

1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 6,318 22.8 △121 ― △125 ― △160 ―
22年3月期第3四半期 5,143 △37.0 △305 ― △263 ― △349 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 △27.88 ―
22年3月期第3四半期 △60.66 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 8,140 3,546 43.6 615.64
22年3月期 7,801 3,722 47.7 646.03

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  3,546百万円 22年3月期  3,722百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年3月期 ― 0.00 ―
23年3月期 

（予想）
0.00 0.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 8,482 19.9 △109 ― △107 ― △143 ― △24.82



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商
品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きを実施しています。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 6,333,276株 22年3月期  6,333,276株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  572,264株 22年3月期  571,184株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 5,761,685株 22年3月期3Q 5,763,731株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

  当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新興国の経済成長や政府の消費刺激策を受けて、企業業績や

設備投資に改善傾向が見られ回復基調が続きましたが、景気回復の牽引役であった輸出が夏以降減速し、その影響

を受けて生産も弱含んでおり、景気は踊り場入りした状態にあり、先行きへの不透明感が払拭できないまま推移い

たしました。 

  このような状況の中、当社グループは顧客対応の充実を図り、販売量の確保に努めた結果、売上高は6,318百万

円（前年同期比22.8%増）となりました。 

  利益面につきましては、生産性の改善や原価低減に取り組むとともに全社を挙げて費用の削減に努めた結果、第

３四半期会計期間において収益性の改善が進みましたが、営業損失は121百万円（前年同期営業損失 305百万円）

となりました。また、経常損失は125百万円（前年同期経常損失263百万円）、四半期純損失は160百万円（前年同

期純損失349百万円）となりました。 

  

セグメント別の業績は次のとおりであります。  

   ［電線］ 

  当事業の需要動向に影響の大きい設備投資と建築着工が回復基調で推移いたしましたが、主要な市場である建

設・電販向けの需要は、リーマンショック後の落ち込みから未だ回復には至らず、ほぼ前年並みの低調な動きとな

りました。また、電線の主要原材料である銅の価格は、期中を通じ前年を上回り、上昇を続けました。このような

状況のもと、個別案件の獲得や顧客対応の充実に努めた結果、販売量が前年を上回ったことなどから、売上高は

3,862百万円となりました。 

  利益面につきましては、適正な販売価格の維持と生産性の改善および、コストダウンにも注力した結果、利益率

は改善されつつありますが、銅を始め主要原材料の価格上昇分を思うように販売価格へ転嫁できず利益が圧迫され

たことなどから、セグメント損失は79百万円となりました。 

  

［ポリマテック］ 

  当事業に関係の深い住宅建設は、持ち直しつつあり回復傾向にありますが、依然として低水準で推移いたいまし

た。このような状況のもと、建材・住設分野などの既存顧客における新規案件の獲得などに注力した結果、売上高

は1,796百万円となりました。 

  利益面につきましては、効率性を追求した生産体制への移行による更なる固定費の削減などに取り組みました

が、セグメント損失は7百万円となりました。 

  

［電熱線］ 

  当事業は、国内外の景気の回復基調を背景に、年明け以降売上が増加傾向に転じました。特に前年度買い控えて

いた海外ユーザーや国内産業機器メーカー等への販売が大きく伸長し、売上高は606百万円と大幅な増収となりま

した。この結果、セグメント利益は37百万円となりました。 

  

［その他］ 

 その他に区分されている主要な商品である高機能チューブ関連の商品は、業務用プリンターの市況が回復基調で

推移したことなどにより、売上高は52百万円、セグメント損失は7百万円となりました。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第３四半期の総資産は、 百万円（前連結会計年度末比338百万円増）となりました。流動資産は 百

万円（前連結会計年度末比349百万円増）となりました。主な要因は、受取手形及び売掛金の増加365百万円による

ものであります。固定資産は 百万円（前連結会計年度末比10百万円減）となりました。有形固定資産は、取

得による増加173百万円がありましたが、減価償却費142百万円等により 百万円（前連結会計年度末比17百万

円増）となりました。無形固定資産は 百万円（前連結会計年度末比0百万円減）となりました。投資その他の資

産は、投資有価証券の時価が24百万円減少したことにより 百万円（前連結会計年度末比27百万円減）となりま

した。 

 負債につきましては、流動負債が 百万円（前連結会計年度末比635百万円増）となりました。主な要因は、

短期借入金の純増額290百万円や支払手形及び買掛金の増加128百万円等によるものであります。固定負債は

百万円（前連結会計年度末比120百万円減）となりました。主な要因は、長期借入金の減少141百万円と退職給付引

当金の増加30百万円によるものであります。この結果、負債合計は 百万円（前連結会計年度末比514百万円

増）となりました。 

 純資産につきましては、 百万円（前連結会計年度末比175百万円減）となりました。これは、利益剰余金の

減少160百万円やその他有価証券評価差額金の減少14百万円によるものであります。 
  
（連結キャッシュ・フローの状況） 

 当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物は、税金等調整前四半期純損失 百万円を計上いたし

ましたが、短期借入金の増加や長期借入れによる収入に対し、売上債権の増加、有形固定資産の取得による支出、

仕入債務の減少等を総合し 百万円となり、前連結会計年度末と比較して155百万円の減少となりました。 

 「営業活動によるキャッシュ・フロー」は、 百万円の使用（前年同四半期は 百万円の獲得）となりまし

た。これは主に、減価償却費 百万円（前年同四半期は 百万円）や仕入債務の増加 百万円（前年同四半期

は 百万円の増加）に対して、税金等調整前四半期純損失 百万円（前年同四半期は 百万円の損失）、売上

債権の増加 百万円（前年同四半期は 百万円の減少）、たな卸資産の増加 百万円（前年同四半期は 百万

円の増加）等によるものであります。 

 「投資活動によるキャッシュ・フロー」は 百万円の使用（前年同四半期は 百万円の使用）となりました。

これは主に、有形固定資産の取得による支出 百万円（前年同四半期は 百万円の支出）によるものでありま

す。 

 「財務活動によるキャッシュ・フロー」は、 百万円の獲得（前年同四半期は 百万円の使用）となりまし

た。これは主に、短期借入金の純増加額 百万円（前年同四半期は 百万円の純増加）、長期借入れによる収入

百万円（前年同四半期は 百万円の収入）と長期借入金の返済による支出 百万円（前年同四半期は 百万

円の支出）によるものであります。   

  

 （３）連結業績予想に関する定性的情報 

 今後の経済見通しにつきましては、輸出の復調とともに生産は徐々に回復に向かい、設備投資と住宅投資は緩や

かな回復基調が続くと見られ、景気が持ち直していくことが期待されています。しかし一方、海外景気の下振れ懸

念や為替レートの変動、またデフレの影響や雇用情勢の悪化懸念が依然残っていることなど、景気を下押しするリ

スクが存在していることから、予断を許さない状況で推移すると思われます。 

 電線に関係の深い設備投資、住宅投資が当面緩やかな回復が見込まれることから、キャブタイヤケーブルの需要

も回復することが期待されます。商品力の向上を図り顧客満足度を高め、拡販に努めるとともに、適正価格での販

売にも注力してまいります。 

 ポリマテックでは、住宅関連企業への拡販ならびに新規開拓に注力し、売上高の回復を図ってまいります。 

 なお、主要顧客や日系企業が多く進出しているタイでは、需要が見込まれることから、既存製品を中心に海外事

業展開を図るため、平成２２年９月からMITSUBOSHI THAI CO.,LTD.（タイ子会社）で製造・販売を開始いたしまし

た。 

 電熱線では、国内外の景気の回復ペースが鈍化することが懸念され、円高が進行していることから、輸出面に悪

影響が生ずることも予想されます。今後、安定的に収益の確保を図るため、大手家電メーカーとの取引を拡大し、

新興国市場の開拓や新規事業の推進等に努め、営業基盤の拡充を図ってまいります。 

 その他に区分されている高機能チューブ関連の商品では、業務用大型プリンター市場での新規開拓に加え、半導

体製造関連装置などの分野での新規開拓にも注力し、拡販を図ってまいります。また、ＬＥＤライトは、産業車輌

大手メーカーに納入を開始し、今後は販路の拡大に努め、営業基盤の拡充を図ってまいります。 
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（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 該当事項はありません。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 ①会計基準等の改正に伴う変更 

  （資産除去債務に関する会計基準の適用） 

 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月

31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31

日）を適用しております。 

 この変更による営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与える影響は軽微であります。  

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

    当社グループは、前事業年度におきまして重要な営業損失、経常損失及び当期純損失を計上いたしました。 

 当事業年度も、第３四半期に至るまで継続して、重要な営業損失、経常損失及び四半期純損失を計上しており、

継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような事象または状況が生じております。  

しかしながら、当社グループは平成２２年７月１日に組織改革を行い、戦略遂行力を強め全社の効率化を図

り、この状況を改善するための対策を実施することにより、損益および財務体質の改善は第３四半期において進み

つつあります。これらの対策をさらに推進することにより、損益および財務体質を改善することの実現可能性は十

分にあると考え、また経営環境が正常化することで、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないもの

と判断しております。 

  

  当該重要事象等を解消し、または改善するための対策については、既に実施済みのものも含めて次の通りです。

 (1)売上高の回復・伸長 

①価格競争により低下し過ぎた電線の価格を、適正な価格で販売することに重点を置き、利益率の改善に努め

ます。  

②主力製品である電線の一部を海外で生産することによりコスト競争力を強め、包装形態の改良による差別化

により商品力を高めシェアアップを図ります。 

③需要が見込まれるタイに子会社を設立し、平成２２年９月から製造・販売を開始いたしました。計画通り販

売を伸ばし、早期の利益貢献を目指します。 

④産業車輌大手メーカーに納入を開始したＬＥＤライトを同業種他社に展開し、販路を拡大することにより、

売上高の伸長を図ります。 

 (2)コストダウン 

①原材料の集中購買や新たなサプライヤーの開拓などにより、更なるコストダウンを図っております。 

②海外子会社は、現地での購買を基本とし、多様な購買を企画しコストダウンを図ってまいります。 

③人件費については、役員報酬の削減、執行役員と管理職の給与削減と賞与の減額を継続実施しております。

④業務の効率化と経費などの調達方法の多様化や調達先の選別により、経費の見直しを図りコスト削減を推進

しております。 

⑤将来の物流構想を明確にし、物流コストの削減に取り組んでまいります。 

 (3)財務基盤の改善 

 採算性の改善や人件費等の固定費削減、物流コストの削減、売上債権の早期回収の推進、支払条件の変更、

不動資産の売却、たな卸資産の圧縮を図るなど、財務体質の強化に努めております。 

  

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 621,902 777,654

受取手形及び売掛金 2,822,111 2,456,510

商品及び製品 778,013 742,295

仕掛品 209,945 175,939

原材料及び貯蔵品 312,211 227,067

その他 56,487 73,004

貸倒引当金 △2,538 △3,903

流動資産合計 4,798,134 4,448,569

固定資産   

有形固定資産   

土地 1,942,363 1,943,922

その他（純額） 1,042,899 1,023,838

有形固定資産合計 2,985,263 2,967,761

無形固定資産 14,017 14,745

投資その他の資産   

投資有価証券 294,059 314,360

その他 70,282 86,390

貸倒引当金 △20,941 △29,987

投資その他の資産合計 343,400 370,762

固定資産合計 3,342,682 3,353,269

資産合計 8,140,816 7,801,838

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,271,623 1,143,425

短期借入金 1,510,000 1,220,000

未払法人税等 27,324 30,091

未払費用 28,653 17,973

賞与引当金 22,976 9,000

その他 656,783 461,232

流動負債合計 3,517,360 2,881,723

固定負債   

長期借入金 580,090 721,785

退職給付引当金 206,678 175,726

役員退職慰労引当金 271,120 271,691

その他 18,885 28,425

固定負債合計 1,076,774 1,197,628

負債合計 4,594,134 4,079,351



（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,136,518 1,136,518

資本剰余金 1,133,596 1,133,596

利益剰余金 1,393,111 1,553,744

自己株式 △141,716 △141,576

株主資本合計 3,521,510 3,682,282

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 12,729 27,561

為替換算調整勘定 12,441 12,642

評価・換算差額等合計 25,170 40,204

純資産合計 3,546,681 3,722,486

負債純資産合計 8,140,816 7,801,838



（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 5,143,854 6,318,298

売上原価 4,163,842 5,189,078

売上総利益 980,012 1,129,219

販売費及び一般管理費 1,285,020 1,251,164

営業損失（△） △305,008 △121,945

営業外収益   

受取利息 352 256

受取配当金 7,088 6,813

受取家賃 10,319 10,209

仕入割引 6,607 9,868

助成金収入 39,059 10,246

その他 8,981 6,089

営業外収益合計 72,408 43,483

営業外費用   

支払利息 19,859 23,509

売上割引 5,800 7,232

貸倒引当金繰入額 550 －

為替差損 4,020 15,220

売上債権売却損 － 606

その他 936 0

営業外費用合計 31,168 46,569

経常損失（△） △263,768 △125,031

特別利益   

貸倒引当金戻入額 714 622

投資有価証券売却益 1,989 －

役員退職慰労引当金戻入額 － 484

保険差益 9,582 －

特別利益合計 12,285 1,107

特別損失   

固定資産除却損 4,489 1,535

会員権評価損 － 1,304

貸倒引当金繰入額 － 950

減損損失 76,869 －

特別損失合計 81,359 3,789

税金等調整前四半期純損失（△） △332,841 △127,713

法人税、住民税及び事業税 17,645 30,849

法人税等還付税額 △18,766 －

法人税等調整額 17,881 2,069

法人税等合計 16,760 32,918

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △160,632

四半期純損失（△） △349,602 △160,632



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △332,841 △127,713

減価償却費 178,215 144,316

減損損失 76,869 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △314 △10,411

賞与引当金の増減額（△は減少） △13,623 13,976

受取利息及び受取配当金 △7,440 △7,070

支払利息 19,859 23,509

売上債権の増減額（△は増加） 215,970 △365,441

たな卸資産の増減額（△は増加） △115,234 △155,760

仕入債務の増減額（△は減少） 189,560 128,552

その他 90,868 87,568

小計 301,890 △268,475

利息及び配当金の受取額 7,438 6,440

利息の支払額 △21,508 △24,417

法人税等の還付額 42,958 －

法人税等の支払額 △18,881 △37,841

営業活動によるキャッシュ・フロー 311,898 △324,293

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △106,965 △173,443

投資有価証券の取得による支出 △5,092 △4,747

投資有価証券の売却による収入 6,503 －

その他 － △352

投資活動によるキャッシュ・フロー △105,554 △178,543

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 355,000 290,000

長期借入れによる収入 100,000 300,000

長期借入金の返済による支出 △240,725 △238,542

社債の償還による支出 △300,000 －

配当金の支払額 △239 △189

その他 △5,205 △3,933

財務活動によるキャッシュ・フロー △91,170 347,335

現金及び現金同等物に係る換算差額 △168 △250

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 115,004 △155,751

現金及び現金同等物の期首残高 552,265 777,654

現金及び現金同等物の四半期末残高 667,270 621,902



 該当事項はありません。  

  

  

［事業の種類別セグメント情報］  

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 （注）１．事業区分の方法 

事業は、製品の系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。 

２．各区分に属する主要な製品 

  

[所在地別セグメント情報]  

  前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日）  

 本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。  

   

[海外売上高]  

 前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日）  

  海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

   

[セグメント情報]  

 １．報告セグメントの概要 

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取

締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであり

ます。 

 当社グループは、取り扱う製品毎について国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しておりま

す。 

 したがって、当社グループは製品別のセグメントから構成されており、「電線」、「ポリマテック」及び「電

熱線」の３つを報告セグメントとしております。 

 「電線」はゴム電線及びプラスチック電線を生産しております。「ポリマテック」は、合成樹脂異形押出品等

を生産しております。「電熱線」は、電熱線・帯、ステンレス鋼線・帯等を生産しております。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
電線事業 
（千円） 

ポリマテッ
ク事業 
（千円） 

電熱線事業 
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は全
社（千円） 

連結 
（千円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  3,100,798  1,690,357  352,697  5,143,854  －  5,143,854

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 －  2,665  －  2,665  △2,665  －

計  3,100,798  1,693,023  352,697  5,146,519  △2,665  5,143,854

営業利益（又は営業損失）  △200,410  △40,851  △20,960  △262,222  △42,786  △305,008

事業区分 主要製品 

電線事業 

天然ゴムキャブタイヤケーブル、合成ゴムキャブタイ

ヤケーブル、架橋ポリエチレンケーブル、溶接用ケー

ブル、制御用ケーブル、プラスチックキャブタイヤケ

ーブル、プラスチックコード、その他  

ポリマテック事業 
硬質押出成形品、軟質押出成形品、高機能特殊チュー

ブ、その他  

電熱線事業  電熱線・帯、ステンレス鋼線・帯、その他 



２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日） 

 （単位：千円）  

       （注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていないセグメントであり、高機能チューブ関連商品、Ｌ

ＥＤ関連商品、海外向け商品、賃貸事業等を含んでおります。 

  

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項） 

                          （単位：千円）   

 （注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。 

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

  該当事項はありません。 

  

   （追加情報）  

    当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成

20年３月21日）を適用しております。 

  

  

 該当事項はありません。 

  

  

  
報告セグメント  

その他 
（注）  

合計 
電線 ポリマテック 電熱線 計 

 売上高             

 外部顧客への

売上高 
    3,862,588     1,796,740       606,484    6,265,813       52,484    6,318,298

 セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

 909  －  560  1,469     5,592       7,062

  計  3,863,498  1,796,740  607,044  6,267,283     58,077     6,325,360

セグメント利益

又は損失（△） 
   △79,296    △7,354    37,695    △48,955    △7,357    △56,312

利益 金額 

報告セグメント計  △48,955

「その他」の区分の利益  △7,357

全社費用（注）  △65,632

四半期連結損益計算書の営業損失  △121,945

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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